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早いもので２学期が終わります。修学旅行，集団宿泊学習，遠足，運動会等の行事を通して子

供たちの成長を感じました。保護者の皆様のご協力あってのことと感謝申し上げます。 

 

２学期国語や図工関係で入賞したお友達を紹介します。 

☆ 第 74回県図画作品展 市特選       TUさん(4-1)，SYさん(6-2) 

☆ 第 60回南日本硬筆展 南日本芸術学園賞  NRさん(5-3) 

☆ 夢のあるトラック絵画コンクール 佳作   EKさん(3-2) 

☆ ＭＯＡ美術館鹿児島児童作品展 入選    FYさん(1-3) 

☆ 桜島・錦江湾ジオパーク 

スケッチコンクール 優良賞        MSさん(3-3) 

☆ まち美化作品コンクール標語入選      KTさん(4-3)，TUさん(4-1) 

       〃     ポスター入選    KYさん(4-2)，EKさん(6-1) 

☆ 家庭の日作品展 標語の部 努力賞     MKさん(5-1) 

☆ 第 66回県児童作文コンクール 市特選   MR(2-3)，SKさん(3-1) 

☆ 第 67回 JA共済書道コンクール 佳作    YTさん(1-3) 

 

 

15日（金）２年生

が生活科の学習で

宇宿っ子フェステ

ィバルを開催しま

した。お客様は１年

生です。２年生が手

作りしたゲームや

おもちゃで１年生

との交流を深めました。２年生は，もうすっか

りお姉ちゃん，お兄ちゃんです。しっかり１年

生を楽しませることができました。 

 

 

夏休みにお子様のインターネット利用につ

いてのアンケートをお願いしましたが，児童生

徒自身が所有している携帯電話のフィルタリ

ング設定率が６割と大変危惧される状況だそ

うです。フィルタリングの必要性について安心

メールでお知らせしていますの

で，再度親子で確認してくださ

い。また，合わせて追加の調査が

きています（３問程度）。安心メー

ル内の URLから，調査への回答を

お願いいたします。 

 

1月の主な行事予定 ２月の主な行事予定 

４ 木 仕事始め 
８ 木 

第３回学校保健委員会 

８ 月 （祝）成人の日 家庭教育学級 

９ 火 ３学期始業式 10 土 土曜授業/校内持久走大会 

13 土 土曜授業/３年親子ふれあい活動 11 日 （祝）建国記念の日 

16 火 ５年鹿児島学習定着度調査(国・理) 12 月 振替休日 

17 水 ５年鹿児島学習定着度調査(社・算) 16 金 新１年生入学説明会 

19 金 南中学校入学説明会 22 木 通学保護員感謝の集い 

24 水 クラブ活動（３年見学） 23 金 （祝）天皇誕生日 

26 金 世界を知ろう（１，２年） 27 火 授業参観/学級ＰＴＡ（上学年） 

30 火 スクールカウンセラー来校 28 水     〃     （下学年） 

31 水 持久走大会前健康相談 29 木 劇団四季こころの劇場（６年） 

※ 今後の感染状況によっては，変更することもあります。 
 

好きこそ ものの上手なれ 

 鹿児島には（ほかの地域でも行っているかは定かではありませんが…）一歳の誕生日を迎え

る子供に「餅踏み」をさせる伝統があります。文字通り，大きな餅を踏ませて「足腰が強い子に

育ちますように」「地に足がついた人間になりますように」「将来，食べ物に困らないように」な

ど，健やかな成長を願って行われるものですが，その時，同時に「遊び取り」も行うのが一般的

です。筆やお金，ボール，そろばんなど，子供の関心を引く道具を並べて自由に手に取らせ，将

来の趣味や職業を占うものです。うすきっ子たちは，どんな道具を選択したのでしょうね。私の

二人の子は，躊躇なくボールを選びましたが，成長してから振り返ってみれば，野球を長くやっ

ていたことから意外にも当たっていたのかもしれません。 

うすきっ子たち総勢５６４名いれば，５６４通りの生き方があります。現在，子供たちは公教

育ということで同じ教科書を使って将来の基礎となる大切な学習を行っているところですが，

それを生かして将来どのような道を歩んでいくかは今後違ってくることでしょう。親としては

大変気になるところですが，そこはやはり興味や関心が高い方向へと道は伸びていくようです。

毎日，ニュースに出ない日はないくらい人気の二刀流，大谷選手は，小学生のころから体を動か

すのが大好きだったようで，野球だけでなくバドミントンや水泳など多くのスポーツに親しん

でいたそうです。 

 いよいよ冬休みに入ります。本校の課題帳は，学習の基礎を大切にするための学習と，興味の

ある分野を選んでこつこつと取り組む（作品づくりなど）課題の構成になっています。子供たち

が休みを利用してどんなことをやり遂げようとしているのかを，家族でじっくり話してみてく

ださい。そこには将来の道へとつながるヒントが隠されているかもしれませんから，よく聞い

て，そしてじっくり語り，夢が叶うようアドバイスをしてあげてください。 

正月ならではの経験をたくさん味わって，１月９日，笑顔いっぱいで 

登校する子供たちの姿を楽しみにしています。 

望み大きい２０２４年となりますよう，心より祈念申し上げます。 

 

  


